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はじめに

　平成29年10月1日付で大学共同

利用機関法人人間文化研究機構国立

国語研究所（以下国語研）所長に就

任しました。

　私は統語理論と呼ばれる文の組み

立て方を理論的に研究することが専

門ですが、日本語教育の経験があり、

日本語教育を行っている間、自然言

語処理の共同研究にも参加しました。

最近は琉球諸語をはじめとする危機

言語の調査も行っています。ここで

はそもそも私がどうして言語学を専

門として選んだのか、なんで50代半

ばを過ぎて琉球諸語の調査を始めた

のかをお話しして、自己紹介にかえ

たいと思います。

コトバへの目覚め

　私は中学校のころは漠然と建築家

やインテリアデザイナーになろうと

思って絵を描いていました。高校に

入って、美術部に入ってすこし本格

的に絵を始めたのですが、すぐに才

能がないことがわかって、美術部を

やめ、（多少不純な理由で）英会話ク

ラブにかわりました。

そのようにして英語を勉強してい

たのですが、市立図書館で英作文の

本を探していた時に偶然金田一京助

の「北の人」という随筆に出会いま

す。これは彼が樺太アイヌの調査に

行ったときの話です。彼は調査に行

き詰まり、調査の継続をあきらめよ

うかと、無
ぶ

聊
りょう

に絵を描いていました。

そのとき周りにいた子供たちが寄っ

てきて、絵の中のものを指さしなが

ら、その名前を樺太アイヌ語で言い

ます。そこでひらめいた金田一は画

用紙にでたらめの線を書きます。そ

うすると子供たちは口々に「ヘマタ」

と叫びます。すでに知っていた北海

道アイヌ語との類推から「ヘマタ」

は「何？」に当たることばであると

確信した金田一は次々にものを指し

ながらヘマタと言っていろいろな単

語の形を調べます。「ヘマタ」という

魔法の言葉を得た金田一は一か月ほ

どで、樺太アイヌ語の文法概要と語

彙集、3000行の叙事詩の採録を終え

て帰任します。この随筆を読んだとき

の感動はいまでも忘れません。

大学入学の頃

　ただ、このころは言語学という学

問の存在をちゃんと知っていたかど

うかわかりません。言葉は好きだっ

たようで、国語の時間にならった文

節の係り受けに凝って、係り受けの

構造図を毎日書いたり、それを英語

の文の構造分析に使ったりしていま

した。発音記号が好きで、発音記号

を見ながら、何回も発音練習してそ

こそこきれいな英語が話せるように

なりました。そうこうしているうち

に大学受験になるのですが、多分英

語教師になるつもりで、大阪外国語

大学（現在の大阪大学）に入ろうと

思ったのだと記憶しています。当時

は一期、二期と大学が分かれていて、

大阪外大は二期校だったので、一期

校をどこか受けようと思って京都大

学を受けたのだと思います。苦手科

目だった数学がその年は非常にやさ

しかったため、他の受験生と差がつ

かず、京都大学に受かってしまった

ので、大阪外大は受けませんでした。

受けて合格していれば影山前所長の

一年後輩になって同じ授業を受けて

いたかもしれません。

　1969年大学紛争の真っ最中に京

都大学に入って、一年間ほとんど授

業がなかったので、時々英会話サー

クルや体操部の練習に出かけながら、

毎日英語の小説を読んでいました。

たぶん最初は子供向けの優しい本や、

外国人向けにやさしく書き直した小

ご挨拶にかえて

国立国語研究所長

田窪行則
TAKUBO Yukinori

専門領域は言語学、語用論、意味論、
統語論、琉球諸語。九州大学文学部教
授、京都大学文学研究科言語学専修 
教授などを経て、現職。
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説を読んでいたのだと思うのですが、

だんだんと普通の小説を読むように

なって、それほど問題なく英語が読

めるようになりました。話したり聞

いたりはもともと毎日英語の放送を

聞いていたので問題はありませんで

した。デンマークの言語学者のイェ

スペルセン（Jespersen）の書いた

英文法の本や、アメリカの構造主義

言語学者で構造主義言語学を英語教

育に応用したフリーズ（Fries）の書

いた構造主義の入門書なんかを読ん

で楽しかったので、英語学を専攻し

ようと思ったのですが、当時の京都

大学の英語・英文科は英語学の先生

がおらず、英語学を専攻する学生は

受け入れてくれませんでした。

理論研究への道

　入学して一年たって授業が再開し、

担任の先生が大橋保夫という有名な

フランス語学者だったり、渡辺実、

阪倉篤義というこれも有名な国語学

の先生の開講されていた言学という

言語学の授業に感動したりして、結

局言語学を専攻することにして、言

語学講座に入りました。当時の言語

学講座は西田龍雄先生というえらい

先生がいたのですが、私が入ったと

きはロシアに長期出張に行っていて

誰もおらず、東京外大から徳永康元

という先生が来て集中講義をしてく

れました。なぜかその先生の授業に

は私一人しか出席しておらず、二人

きりで教えてもらいました。

　その後、西田先生が帰国し、授業

が本格的に始まりました。言語学講

座でいろんな言語を勉強しながら、

構造主義言語学、生成文法、日本語、

朝鮮語、満洲語（清朝の言語）の文

献学などを専門的に学びましたが、

文献学は、記憶力がすぐれ、また文

献そのものが好きでないとできない

のですぐに自分には才能がないこと

がわかりました。言語学講座では、

金田一のように外国の奥地に出かけ、

現地で収集したデータで文法や辞書

を作るというフィールドワークをや

る人もいました。その苦労話を聞く

ととても自分にはできないと思い、

フィールドワークも諦めて、自分に

もできそうな統語理論をやりました。

日本語教育の経験も

　大学院の博士課程を出るときに韓

国の大学で日本語を教える職があり、

韓国の慶州というところで2年間現

代日本語や古文を教えました。その

あと運よく神戸大学の教養部の職を

得て、日本語・日本事情の教師を

やったのですが、日本の大学で日本

語を教えるとなると、共通の言語は

ないわけで、日本語のみで日本語を

教えるため、ずいぶん苦労しました。

このころ、日本語教育の必要性から、

統語理論的な研究より、日本語の記

述に関心を移し、日本語教育に資す

るような文法書や留学生用の練習帳

などを作りました。また、日本語教

育用の文法書が実は言語処理に利用

可能ということもあり、工学的な言

語処理関係の方との接点も増えてい

きました。

宮古語への関心〜研究の原点へ

　九州大学の言語学講座に移ってか

らもまた、2000年に京都大学に移っ

てからもしばらく理論的な研究や教

育を行ってきたのですが、2006年1

月全くの偶然でUCLAの岩崎勝一さ

ん、カナダアルバータ大学の大野剛

さんたちと宮古島の池間方言の調査

を始めます。これは京都大学の総長

裁量経費をいただいて学生との

フィールドワークに使えと言われた

ためです。それまで敬して遠ざけて

いたフィールドワーク調査に出かけ

ました（写真）。池間方言は琉球諸語

のひとつの宮古語の方言ですが、日

本語の共通語とは全く異なり別の言

語です。それが調査によってすこし

ずつ理解できるようになっていきま

す。すこし経つと全く理解できな

かった談話の録音も聞き取れるよう

になり、単語もどんどん増えていき

ます。英語やドイツ語のような、他

人が書いた文法書や辞書からでなく

自分で直接話者の人に聞くことでそ

の言語のことを理解していくわくわ

く感に見事にはまってしまい、それ

から年に8回ほど調査に出かけるよ

うになりました。当時宮古高校の校

長だった仲間博之先生や公民館長

だった仲間忠さんをはじめとする土

地の人たちとも仲良くなって、京都

大学にもなんども来てもらい、フィー

ルドワークの授業にも先生として参

加してもらいました。現在は仲間先

生と岩崎さんとで池間方言の辞書を

作っています。金田一の随筆を読ん

でから50年以上たってフィールド

ワーク調査を始めるとはなにか運命

的なものを感じざるを得ません。

◆ ◆　◆

デジタル博物館「ことばと文化」では

宮古島・西原地区の言語と文化を映像

や音声で紹介しています

http://kikigengo.jp/nishihara/

フィールドワークの記録を記した
『琉球列島の言語と文化』。宮古島
西原地区の創作童話や、豊年祭の
様子を収録したDVD付（2013年）
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−先生方に共通する研究として、
「コーパスの開発」がありますが、そ
もそもコーパスとはなんでしょうか。

小木曽　簡単に言えば、実際に使わ

れた言葉のデータをたくさん集めて、

コンピュータで検索したりできるよ

うに蓄えて、かつ、特に言語研究の

ために必要な情報を付けたデータと

いうふうに捉えておけばいいのかな

と思います。要するに、たくさんの

実際に使われた言葉が入っている

データベースです。

−開発しているコーパスにはそれ
ぞれ違う部分があると思います。担
当しているプロジェクトの内容も兼
ねて教えてください。

小木曽　私は『日本語歴史コーパス』

という名前の「通時コーパス」と呼

ばれるものを作っています。古い時

代から今までずっと時間を通して、

時間の流れに沿って言葉を調べられ

るコーパスで、これを使えば、日本

語の歴史が分かるといえるようなも

のを作りたいと思っています。万葉

集の時代、奈良時代以前から大体近

代、明治、大正ぐらいまでを対象と

して今コーパス化しています。

　日本語の歴史は千年以上たどるこ

とができるので、千数百年分のいろ

んな時代のいろんな種類のテキスト

をコーパスにする、そういう仕事で

す。プロジェクトとしては、それを

作るだけではなく、作ったものを使っ

て、今までできなかったような研究

を行うことも目的としています。

小磯　私のほうは、日常生活の中で

私たちがどういう言葉を使っている

のかという、話し言葉を調べるプロ

ジェクトです。家族と何かしゃべっ

たり、仕事の場面で使う言葉であっ

たり、同僚と昼食を食べたり、ある

いは飲みに行ったり、友だちと会っ

たりとか、いろんな場面の日常の中

で交わされる会話を収録します。

　書き言葉と違うのは、収録をし、そ

れを文字に書き起こして、整理をし

て公開をしていくという点です。一

般の方に調査協力をお願いして、収

録機材を２、３カ月所有してもらい、

一人の人にいろんな場面の会話を

録ってもらっています。それを40人

こいそ はなえ●音声言語研究領域 准教授。専
門は認知科学、言語学、日本語学。国立国語研究
所理論・構造研究系准教授などを経て、2016年
４月から現職。

理論・対照研究領域教授・研究情報発信センター
長。専門は言語学・英語学。 国立国語研究所言語
対照研究系教授などを経て2016年４月から現職。

おぎそ としのぶ●言語変化研究領域教授。専門
は日本語学、自然言語処理。明海大学講師、国立
国語研究所准教授などを経て、2017年4月から現
職。

プロジェクトリーダーが語る
日本語の個性  ❷

小磯花絵
KOISO Hanae

プラシャント・パルデシ
Prashant PARDESHI

小木曽智信
OGISO Toshinobu

PROJECT
LEADER

鼎談
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の方にお願いして、全体で200時間

の会話のコーパスを作ろうとしてい

ます。例えば、自分のお母さんと

しゃべるときと、旦那さんのお母さ

んとしゃべるときとでは話し方が違

う人もいます。そういうふうに、場

面や相手によって、どういうふうに

話し方が異なってくるかというよう

なことを研究することができます。

　それ以外にも、50〜60年前に、国

語研が中心となって、井戸端会議や

お魚屋さんなど、いろいろなところ

に行って録った話し言葉の音声デー

タがあって、それと比べながら、50

年ぐらいのスパンでどういうふうに

話し言葉が変わってきたのかという

ことも見ようとしています。

プラシャント　「統語・意味コーパ

ス」プロジェクトでは、新聞、聖書、

教科書など種類はさまざまですが、

現代語の書き言葉を対象にしていま

す。統語的な構造（注：8ページの

図をごらんください）を付けていっ

て、言語の構造の研究ができるよう

なコーパスを作ろうとしています。

アメリカのホワイトハウスで報道

官が、記者の歩きスマホを注意した

んです。その記者はずっとポケモン

をやっていて真面目に話を聞いてな

い。最後に皮肉ったジョークで、

「Did you get one?（あなたは一匹捕

まえたのか？）」と言うんです。その

日本語の字幕は「捕まったの？」。動

詞しか出てきてないんですね。「あな

たが」「ポケモンを」という二つの項

は隠れているけれど、潜在的にはそ

こにあります。

　日本語のデータを英語で翻訳する

ときには、このような省略の問題が

出てきます。だから省略されている

ものがわかるように、構造のついた

コーパスを作ろうとしています。

それから、普通は、統語論の研究

はほとんど内省で、都合のいい例文

を作って行っているわけですが、そ

うではなくて、実際に使われている

言語に基づいて統語の研究もやるべ

きだというふうに思っています。

−先生方のコーパスが、言語の研
究、あるいは、一般社会において、ど
のように役立つかについて、ぜひ教
えてください。

小木曽　われわれは日本語の研究者

なので、まずは言葉を研究するため

にコーパスを作っているのですが、特

に歴史コーパスということになって

きますと、過去千年以上伝えられて

きた貴重な資料を、「今の技術で使い

やすい形にしていく」ということを

していることになると思うんですね。

　特にもう千年以上前の言葉ともな

れば、われわれ日本人、日本語をしゃ

べるものたちにとってすごい財産で

あり、宝物だと思うんです。ただし、

その財産や宝物を箱に入れてとって

おいてもその価値は気付かれなく

なってしまうわけで、その時代、そ

の時代で使えるように光を当ててい

くということは、大事なことだと思

います。

　今の時代、紙の本で読みましょう

というだけではもうなくなっていま

す。コンピュータを使って自由自在

に調べられるようなものを作ってい

くというのは、ただ言語研究者だけ

ではなくて、日本語を話すわれわれ

みんなにとって、おそらく価値のあ

るものになるんじゃないでしょうか。

一種の文化財というか、それをただ

保存しておくというのではなくて、使

えるようにしていくという、そうい

う価値があるのではないかと。

　そういう社会にとっての価値とい

う意味でいうと、国語教育の中では

中学生や高校生は古文を習いますが、

そういう授業で、今までのやり方と

はちょっと違う、情報教材として古

典教育などに生かすということも、

このコーパスの役割として考えられ

て、実際にそんな研究もプロジェク

トの中で進めています。まずは、中

学・高校の先生方にコーパスを利用

してもらうことからはじめたいと思

います。

小磯　今回のデータは、映像も一緒

に集めているので、私たちがどうい

う生活をしていて、そこの中でどう

いう言葉を使っているのかという、そ

の文化を伝えていくことにつながり

ます。何十年かたつと、やっぱり生

活も変わり、それで使っている言葉

も変わっていく。そういう記録を

ずっと残していくというのは、私た
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ちがどういう文化の中で育っている

のかということを伝える、貴重な資

料になるだろうなと思います。

　教育という面で言うと、生活の中

で、どういう文脈の中でどういう言

葉を使うのかということが非常に重

要になってきます。例えば、日本語

を学習する人の多くが、「ドラマを見

るとすごく勉強になる」と言うのは、

いろんなシチュエーションで、どう

いう言葉を使っているかというのが

分かるからだと思います。また、最

近AI（人工知能）スピーカーとか、介

護ロボットとか、家庭の中にどんど

んAIのものが入ってきています。そ

れらと会話をしていくことが必要に

なったときに、技術をきちんと確立

していくためには、家庭の場面でど

ういう話し言葉を使っているのかと

いうことが、とても重要になってく

るんですね。

プラシャント　日本語は他の言語と

どう違っているんだろうか、どこが

似ているんだろうかということを調

べるのに役に立ちます。非常に簡単

な日本語で、例えば、「太るお菓子」

と言ったら、お菓子が太るわけでは

ないということはみんな分かってい

るんですよね。この文は、英語で翻

訳するときに大変苦労すると思いま

す。だけど、「おいしいお菓子」とい

うのは簡単に翻訳できるし、「昨日

買ったお菓子」は簡単に翻訳できる。

だけど、「太るお菓子」は難しいねと。

同じお菓子が右側に来て、前に修飾

語が付いていて、だけど構造が違っ

ているということは、どこか教育の

過程で学ぶ必要がある。そういうと

きに私のコーパスは役に立つのかな

と思います。

−データを集めて、それに情報を
与えていくという作業は、とても大
変そうですが。

小磯　日々大変です。

プラシャント　完成したコーパスし

か見えていないのですが、その裏に

はものすごく苦労する場面がありま

す。大学院生などがアノテーション

作業を一生懸命に行っています。

データは多種多様で、そのときそのと

きにいろいろ判断しないといけない。

小木曽　本には書いた人などの権利

がありますので、その内容をコーパ

スにするときには、許諾をいただい

て使うということが必要になるのが

大変です。

　それから、特に江戸時代から明治

のものについては、当時出版された

ままの資料をコーパスにしています。

明治のころの本は、活字であっても

今のわれわれには非常に読みづらい

というようなこともあります。江戸

時代ですと、いわゆる続け字の変体

仮名を含むくずし字で書かれていま

すので、まず解読して普通の文字に

起こしてデータにしていくという作

業になります。そうやって普通に読

めるテキストのデータができた後に、

それぞれに単語の情報を付けるとこ

ろまでやっています。

　全部のテキストに単語の切れ目を

入れて、それぞれがどんな品詞でど

んな読みでという、形態論情報と呼

ぶものを付けます。それには形態素

解析というコンピュータを使った言

語処理の技術を使うのですが、古い

時代のテキスト用の辞書は存在しな

いので、自分たちで作って、技術開

発も行ってなんとかしなければなり

ません。そして、機械が処理をした

データに人で直すという処理を加え

て、最終的になんとか使える形に

なったものを公開するということを

しています。大変です。

プラシャント　機械が７割正しいと

き、３割は人間が直さないといけな

い。一つ一つセンテンスごとに見て

いって修正して、また機械にそれを

学習させる作業をやらないといけな

いので、やっぱりアノテーション現

場で行っている作業は、非常に大変

です。

小磯　音をとったものを聞いて、「何

を言っているのか」を考えること自

体が、解釈することなんです。みん

ながきれいに発音して明確な文章を

発話していれば、そこには解釈は入

らないかもしれませんが、普段の話

し言葉では、音のレベルで言い間違

えたり曖昧な話し方とかするので、

それをどういうふうに書いていくの

かというのも本当に解釈になるので、

まず文字にするというところからし

て、実は研究なんですね。

　それに加えて、単語に区切って品

詞を付ける、そこまでは書き言葉の

コーパスでもするんですが、音声の

研究をやろうとすると、イントネー

ションも必要です。ここは上昇調の

イントネーションだよとか。あるい

は、「なんとかでー」「なんとかする

とー」というように若者は上昇下降
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の音調を使うと言われますが、実際

には、年配の方もかなり使うので、そ

ういう音調を付けたりとか。

　また、一部のデータには、今のフ

レーズが質問で、これはそれに対す

る応答であるとか、一部のデータに

は、そういう「行為」の情報を付け

ます。また、文節間の係り受けの関

係などいろんなアノテーションが考

えられます。どれも一個一個非常に

大変です。ただ、そういうふうにい

ろいろなアノテーションがあると、例

えば統語と韻律の関係をみるなど、

様々な観点から研究することができ

るので、一部のデータには、いろん

な情報を付けてます。

小木曽　ちなみに、「アノテーショ

ン」という言葉は、われわれはよく

使います。本文となるデータの上に

いろんな情報を重ねて付けていくと

いうものです。単語の情報もあれば、

統語情報、文法的な情報もあれば、

いろんなイントネーション、韻律の

情報とか、そういうものを重ねて付

けていきます。そういう「アノテー

ション」を付けたものをコーパスと

して公開していくことになります。

−「アノテーション」の難しさを
もう少し聞かせてください。

プラシャント　言語には様々な現象

があります。それを全てアノテー

ションしているわけではありません。

それをやると、たぶんわれわれの人

生では終わらない。たぶん次の人の

人生でも終わらないと思う。アノ

テーション作業は客観的かつ一貫性

を保ちながら行わないといけない作

業であり、かなり時間かかるという

ことをみんなに理解していただきた

いなというふうに思います。

小木曽　コーパスに対するアノテー

ションというのは、大学院ぐらいま

で行って日本語学、言語学の研究を

してきた人でないとできないことが

多い。

プラシャント　人同士で意見が違っ

たりすることもあります。そのとき

には、みんなで議論をして一貫性を

保ちながら客観的にやる。一貫性を

もってやるというのが非常に大変な

作業です。

小磯　アノテーションをするために

基準を作るんですよね。その基準を

作るというのは、ほとんど研究なん

ですよ。実は研究なので、結構みん

な苦労してる。けど、ある意味楽し

いところでも、もちろんあります。

−コーパスを作って、それを使っ
て研究するだけではなく、作る過程
で研究が生まれているんですね。

聞き手●折田知之さん（東京外国語

大学大学院生）
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言葉の規則

　私たち人間が日常物事を考え、互い
にコミュニケーションを行うにあたっ
て、言葉は欠くことのできない手段で
す。人間は幼児期から周囲で話される
言葉を自然に覚え、それがその人の母
語となります。これに対して、日本人
が英語などの外国語を習い、また外国
人が日本語を学ぶときには、「文法」と
呼ばれる言葉の規則とともに学習する
必要があります。
　言葉を自然に習得し使用していると
きには文法は意識されず、見えないと
ころで働いているのですが、外国語と
して学ぶ際には表面に出て来ることに
なります。現代ではコンピュータによ
る言語情報処理が実用化されようとし
ていますが、そのように機械に言葉を

「教える」ためにも文法が必要です。

文の構造とコーパス

　私たちは学校で主語や述語、また関
係代名詞を伴う文による名詞の修飾な
どを習いますが、これらの文法知識に
共通していて、それらを支えているの
が、文 （センテンス）を構成している
単語やその集まりである句が互いに修
飾したり修飾されたりする関係を持っ
ている、という事実です。このことは、

「文は構造を持つ」と言い換えることが
できます。文の構造に関する規則が文
法に他なりません。このように構造を
持つ文を話してコミュニケーションを
行うことは、質的にも量的にも限界の
ある脳を使って周囲のありとあらゆる
事柄を表現するために人間が進化の過
程で身に付けた能力です。

　例えば、「山の緑が美しく見える。」
という文は、おおよそ、

[[[[山] の] 緑] が] [[美しく] 見える]

のように緑のカッコのまとまりごとに
構造をなしています。このうち、一番
外側のボールド体で示すかっこの部分、

「山の緑が」と「美しく見える」は、そ
れぞれ主語と述語に相当します。この
ような構造付けされた言語データを集
積することで、簡単に言えば「文は主
語と述語からなる」というような文法
規則を抽出することができます。また
逆に、そのような規則をコンピュータ
に与えて、主語と述語からなる文を作
らせることもできるようになります。
　元々人工知能の研究によって生まれ
た概念に「句構造」というものがあり、
近年になってこれを文構造の表示に利
用した様々な研究が行われてきました。
句構造を使えば文の意味が正しく扱わ
れることが知られています。
　新聞記事や小説などのテクストに文
法情報を注釈として付加した言語デー
タベースはコーパスと呼ばれ、多様な
言語研究に利用されています。句構造
をテクスト中の文に付加したコーパス
は、文法規則や文型が現実にどのよう
に使われているかを解明するための強
力な手段であり、英語をはじめとする
世界の主要言語について整備が進めら
れています。しかし、日本語について
はそのようなコーパスはこれまでに存
在しませんでした。
　私たちのプロジェクトで開発してい
るコーパスは、文の句構造に関する情
報を持つ初の日本語コーパスであり、
意味表示機能も兼ね備えています。こ

れによって日本語の文法研究のための
革新的なツールを提供することができ
ます。また、外国人に対する日本語教
育やコンピュータによる日本語情報処
理にも貢献することができます。
　私たちのコーパスで提供されている、
上で引用した文の文法解析情報を「木
構造」の形式で掲載しておきます。

IP-MAT

IP-SMC

PU

PP-SBJ

ADJI

N

P-ROLE

P-ROLE

N

PP

NP

NP

VB

山 の 緑 が 美しく 見える 。

コーパスの構築と利用

　このようなコーパスの開発のために
は、日本語文法の研究者だけでなく、
コーパス言語学や言語情報処理など、
様々な分野の研究者が知見を持ち寄っ
て共同研究を行う必要があります。そ
のために国内の大学等の研究者と共同
研究体制を作ると同時に、海外の研究
機関との連携・協力を進めています。
また、日本語文法の研究だけでなく、外
国人に対する日本語教育や言語情報処
理へのコーパスの応用も今後積極的に
進めていきます。すでにできている部
分については、以下のサイトで公開し
ているので、ぜひ試してみて下さい。
http://npcmj.ninjal.ac.jp/

日本語の構造を探る
プラシャント・パルデシ
Prashant PARDESHI

統語・意味解析コーパスの開発と言語研究

●教授／専門は言語学、言語類型論、対照言語学。神
戸大学大学院文化学研究科博士課程修了、博士（学術）。
2009年に本研究所着任。国立国語研究所第１回所長
賞、第12回特別所長賞受賞。

PROJECT 
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コーパスに触れてみよう

　日本語研究に本格的にコーパスが使
われるようになって十数年ほどたちま
した。若い研究者を中心にコーパスの
利用が広がってきており、コーパスを
利用した研究も数多く公開されていま
す。しかしまだ、コーパスはハードル
が高いと感じている方もいるようです。
そのような場合は、まず自分の興味の
あることを確かめるような使い方から
入ることをお勧めします。とくに、日
本語史はもともと文献資料に基づく研
究分野ですから、コーパスとの相性は
非常によいと言えます。また、検索用
のツール「中

ちゅう

納
な

言
ごん

」を使えば、プログ
ラミング等の必要がないため、比較的
直感的に知りたい結果を得ることがで
きます。

「中納言」（http://chunagon.ninjal.ac.jp）

いつごろから漢語が増えたか

　日本語の語彙には、大きく分けて、和
語、漢語、外来語という3つの語のグ
ループがあります。これらはそれぞれ、
大和言葉、（古代）中国語、西洋語（主
として英語）、に対応しており、表記の
面からも容易に区別できるものが多く
あります。このような語の違いのこと
を語

ご

種
しゅ

と言い、日本語研究の多くの場
面で利用されています。漢語は、もと
もとは「外来語」なのですが、取り入

れられてからの年月が長く、語数も多
いことから、和語と並ぶ一つの大きな
グループを構成しています。その漢語
がどのようにして日本語語彙の中で勢
力を伸ばしていったか、コーパスを使っ
て調べてみましょう。
　下の図は、「日本語歴史コーパス」を
使って、時代別に名詞における語種の
割合の変化を示したものです。割合は
延べ語数で算出しています。
100

和語 漢語 外来語
奈良 平安 鎌倉 室町 明治・大正

80

60

40

20

0

名詞における語種の割合の変化

　「日本語歴史コーパス」には、2018
年１月時点で奈良時代から明治・大正
時代にいたる34作品、約1456万語（句
読点などを除く）が収められています。
図１からは室町期（資料としては「虎

とら

明
あきら

本
ぼん

狂言集」）から漢語が増え始め、そ
れと反比例して和語が少なくなってい
ることが分かります。なお、外来語は、
明治・大正時代には約1.1%ですが、現
代では、約8.8%に増えています（「現代
日本語書き言葉均衡コーパス」による）。

古典におけるコピュラ文

　次に、平安時代の随筆「枕草子」の
有名な一節「春はあけぼの」を取り上
げます。現代語でも容易に意味が通じ
るこの文は、「AはBだ。」という単純
な構造であり、コピュラ文と呼ばれま
す。コピュラ文にもいくつかのタイプ
がありますが、上記のようなコピュラ

文がいつごろからどれくらい使われて
いたのかを中納言で調べてみます。以
下の表に結果を示します。これは、中
納言で、「名詞＋は＋名詞＋。」と「名
詞＋は＋名詞＋なり＋。」という2つの
検索を行い、その結果を足し合わせた
ものに基づいた表です。多くの古典の
本文には句読点は存在しませんが、「日
本語歴史コーパス」では、『新編日本古
典文学全集』（小学館）などの校訂本文
に拠って句読点を施しているため、こ
の情報を利用します。

表　コピュラ文の数

時代 作品名 ジャンル 用例数
平安 落窪物語 作り物語 1
平安 枕草子 随筆 12
平安 源氏物語 作り物語 4
平安 紫式部日記 日記 3
平安 大鏡 歴史物語 1
平安 讃岐典侍日記 日記 1
鎌倉 今昔物語集 説話 8
鎌倉 宇治拾遺物語 説話 3
鎌倉 十訓抄 説話 1
鎌倉 徒然草 随筆 3
鎌倉 とはずがたり 日記 2
明治・大正 国民之友 非文芸 7
明治・大正 女学雑誌 文芸・非文芸 16
明治・大正 太陽 文芸・非文芸 165
明治・大正 女学世界 非文芸 6
明治・大正 婦人倶楽部 非文芸 1

合計 234

　表からコピュラ文が意外に少ないと
いう印象を受けます。平安時代の作品
では「枕草子」が12例といちばん多く
なっています。「枕草子」の7倍近い言
語量がある「源氏物語」では4例と少
ないこと、また、「源氏物語」と同じ作者
による、「紫式部日記」では3例使われ
ていることを考え合わせると、このタ
イプのコピュラ文は作り物語よりも随
筆や日記になじむ文体的な特徴が
あったのではないかとも想像されます。
　気になったことをすぐに調べられる
のもコーパスの利点です。試しにいろ
いろな検索を試みてください。

PROJECT
通時コーパスの構築と日本語史研究の新展開

コーパスで知る日本語史
山崎誠
YAMAZAKI Makoto

やまざき まこと●教授／専門は計量日本語学。東京
学芸大学大学院修了、博士（学術）。1984年に本研究
所着任。著書に『テキストにおける語彙的結束性の計
量的研究』。言語処理学会第12回大会優秀発表賞受賞。



10 特集　日本語の個性②

　子供のころ、家に電話がかかってく
ると、たいてい母が出ました。少し話
し出すと、その口調から、どのような
関係の人が電話をかけてきたか、予想
がついたものです。母の場合、自分の
妹とはかなりくだけた言葉づかいで声
もはずんだ感じになりますが、姉だと
親しさの中に丁寧な言葉が混じります。
父方の親戚だとかなり丁寧になります。 
このように私たちは、話す相手によっ
て、言葉づかいを使い分けることがあ
ります。こうした使い分けは、会話の
相手だけでなく、場面や話題なども関
係してきます。

「俺」「僕」「私」の使い分け

  例えば、自分自身を呼ぶ際に用いる
自称詞。男性の場合は「俺」「僕」「私」
などがよく使われますが、同じ人がい
つも同じ自称詞を用いているわけでは
ありません。
　ある30代男性の事例を見てみましょ
う。ご自身に様々な場面での会話を収
録してもらい、それを調べてみると、妻
や仕事の後輩には「俺」を、妻の母や
妻の友人には「僕」を、仕事の先輩や
年上の知人には「私」を使っているこ
とが分かります。「俺」や「僕」は私的
な関係、「私」は公的な、改まった関係
の相手に使っているようです。また同
じ相手であっても、場面による使い分
けが見られます。妻と二人で話す時は

「俺」を用いるのに対し、妻の母がいる
場で妻に話す時には「僕」を用いてい
ます。「俺」の方が「僕」よりもぞんざ
いな印象を与えるため、妻の母のいる
場では妻に対しても「僕」を用いてい
るのでしょう。

  60代男性の場合も同様に複数の自称
詞を使い分けています。自分の弟や妹
には「俺」を、娘婿を含む家族との会
話では一貫して「私」を使っています。
地域ボランティアの会の役員会という、
親しい仲間同士とはいえ改まった場面
では「僕」を中心に使っていますが、2
例だけ「俺」を使っている箇所があり
ました。ボランティア主催のイベント
にやっかいな人が参加して腹が立った
という語りをしている箇所です。ぞん
ざいな印象を与える「俺」を用い、腹
の立った経験の語りを演出していると
考えられます。同じ相手、同じ場面で
も、話題によっては異なる自称詞を使
うことがあるようです。

日常会話コーパスとは？

　こうした場面や相手による言葉の使

い分けを細かく調査するには、多様な
日常場面の会話を収めた「ことばの
データベース」（コーパスと呼びます）
が有効です。
　「日常会話コーパス」プロジェクトで
は、一般の協力者にご自身の日常生活
の中で生じる会話を収録してもらい、
コーパスとして整備しています。下の
図にあるように、自宅での家族との会
話や職場での会話、友人との会話、理
髪店での会話など、多様な場面・相手
との会話が集まってきました。先ほど
ご紹介した二人の男性の自称詞の使用
は、このコーパスを使って調べたもの
です。来年度、全体目標200時間の会
話コーパスのうち、先行して50時間の
会話を公開する予定です。ぜひ、私た
ちが普段どのような場面でどのような
言葉づかいをしているのか、調べてみ
てください。

PROJECT 

会話から日本語を見る
小磯花絵
KOISO Hanae

大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究

こいそ はなえ●准教授／専門はコーパス言語学・コ
ミュニケーション科学。奈良先端科学技術大学院大学
博士後期過程修了、博士（理学）。1998年に本研究所
着任。

料理

家族と旅行
職場の日常業務

家族と自宅で夕飯
取引先・打ち合わせ

友人・ランチ会

散髪

職場・送別会

『日本語日常会話コーパス』に納められている会話の例
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ことばの多様性の再発見
地理的バリエーションでは、沖縄各地の言葉などの日本
の消滅危機言語を、次世代にどう継承していくか、どのよ
うに方言が生まれ、広まっていくのかということについて
解説されました。

社会的・機能的バリエーションでは、「千と千尋の神隠
し」の登場人物の言葉遣いから、そのキャラクターが物語
の中でどのような存在であるかという分析が示されました。
また、テレビで馴染み深い「家庭教師のトライ」のCMを
例に、言葉と「状況によって変わる人物タイプ」であるキャ
ラクターとの関わり方が多様であるということが説明され
ました。

外国語との係わりにおけるバリエーションでは、日本語
学習者には発音や文法に母語の影響がみられる「お国柄」
があることや、相手を気遣うていねいさを表したいという
気持ちは世界共通であっても、その方法は多様性に満ちて
いることが紹介されました。

「どうなる？」から「どうする？」へ
司会の「これからの日本語はどうなるか」という問いか
けに対し、「次世代へ方言を継承していくためには、若者の
言葉遣いに口うるさく文句を言ってはいけない。多少違っ
ていても、方言を話そうとする姿勢に耳を傾けるべきであ
る。」（田窪）、「言葉は単なるツールではなく、文化そのも
の。グローバル化に伴い道具としての言葉のイメージが強
まる中、文化としての言葉の役割を強調していきたい。」（定
延）などの発言に、来場者も深くうなずいている様子でし

た。パネルディスカッションの後半は、来場者との活発な
質疑応答も行われました。

日本語の多様性とコミュニケーションについて 
深く考える機会に
終了後は来場者から「もっと言葉を意識して、言葉を自
ら選んで発信したい」「今まで、言葉はツールという認識が
強かったが、それだけではダメなのかもしれないと思い直
す機会になった」「言葉の持つ差異性と共通性、相反する性
質によって多様さが生まれる。そのおもしろさに触れるこ
とができた」などの声が聞かれました。
一口に日本語と言っても、方言や年齢、性別といった社
会的なバラエティ、そして外国人が使う日本語など、実に
様々な変種があります。それらはどこから、どのようにし
て生じるのか。そのような多様性は、私たちのコミュニケー
ションにどのような影響を及ぼすのか、日本語の多様性と
コミュニケーションについて来場者と一緒に深く考える機
会となりました。

ことばの多様性と
コミュニケーション
そうじゃ　そうですわよ　そうだよ　そや　そうよ　んだ　ソウアルヨ

プログラム
第1部：リレー講演
Part 1　地理的バリエーション
講演①「方言はどこまで通じるか？」（田窪行則）
講演②「方言の生まれるところ」（大西拓一郎）

Part 2　社会的・機能的バリエーション
講演③「ポップカルチャーと役割語」（金水敏）
講演④「ことばとキャラ」（定延利之）

Part 3　外国語との係わりにおけるバリエーション
講演⑤「日本語学習者のお国柄」（石黒圭）
講演⑥「ていねいさは世界共通か？」（宇佐美まゆみ）

第2部：パネルディスカッション
テーマ：「どうなる？これからの日本語」
コーディネーター：野田尚史
パネリスト：田窪、大西、金水、定延、石黒、宇佐美

　平成３０年２月３日、東京証券会館にて第１２回NINJALフォーラムが開催されました。
開催日直前に降雪に見舞われたにも関わらず、360名を越える事前申込みがあり、盛況の一日でした。

このフォーラムは、国語研究所が主体となって実施する研究や、他機関との連携による研究成果を、
一般の方々にも知っていただくことを目標に、毎年度開催しています。

11ことばの波止場
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－音声学に長年関わっていらっしゃ
る印象があります。
　学部の卒論から40年近く、音声学を
やっています。400本近い論文を書き
ましたが、その９割弱は音声に絡んで
います。また、1999年に言語資源の
設計や構築の仕事を国語研の仕事とし
て任されました。言語資源とは、CSJ

（日本語話し言葉コーパス、東京工業大
学・情報通信研究機構との共同研究）
やBCCWJ（現代日本語書き言葉均衡
コーパス）と呼ばれるものですが、コー
パスの構築を2016年まで続けました。
－今一番興味をもっているご研究は？
　言語資源、つまり、バランスの取れ
た大量のデータであるコーパスを使っ
た自発音声の研究をするというのが、
一番の興味の対象です。
　音声研究は実験をかなり重視します。
ただ、実験は仮説があって初めて成り
立ちます。ということは、仮説に関係
する部分だけを見るわけです。つまり、
実験というのは、狙っている対象をコ
ントロールしなければなりません。

ところが、話し言葉の中には、コン
トロールできない大事なコミュニケー
ション情報が山ほどあります。子音と
か母音だったら、文字に書いて読んで
くださいといえば大体そのとおりにな
りますが、イントネーション、口調や
感情はそういうわけにはいきません。
また、言い間違いを研究しようとして、

「こう言い間違えて」と言うと、それは
言い間違いではないわけです。
　それらを研究するには、話している
データを集めることが必要で、ものす
ごくデータの散らばりが大きいから、そ
れを大量に集めなければいけないんで

す。大規模なデータがいったんできれ
ば、実験では見つからない部分を、信
頼性を持って分析することが可能にな
ります。
－自発音声の音声を解明するために
コーパスを作ったのでしょうか。

いや、実験を重視した研究に疑問を
持ちはじめたのはアメリカから帰った
後の1995年の頃です。この頃からパ
ラ言語情報（イントネーションやリズ
ムなど）を研究しはじめて、そのあと
に偶然にも、99年からCSJをつくるこ
とになりました。CSJはもともとは音
声認識のためのコーパスだったのです
が、言語学の研究にも使えるように、い
ろいろ情報を付与して作ったんです。
　あまり知られていませんが、国語研
究所は、世界的にも古く1950年代か
らきちんとサンプリングされたデータ
を作っていました。ただそれは、今流
に言う言語資源ではありません。作っ
ただけではなく公開し誰でも使えるよ
うにならなければ言語資源とはいえま
せん。その第１号がいわばCSJで、そ
の後関わったBCCWJもそうですが、
そのあとは大体作ったものを公開する
流れになってますよね。
－言語系の学会では、コーパスの研
究が多くなりました。流れの大本に、
先生が関わっていたんですね。
　誰かがやらなきゃいけないので。た
だ、CSJとBCCWJは、少し性格が違
うんです。BCCWJは、外国にはきち
んとしたコーパスがあるんだけど、日
本にないから作らなければ、という考
えで進めました。CSJはそれとは違い
ます。世界で誰もやったことのないこ
とをしようと思って作りました。

　今は、皆さんが使っているスマホを
通じて Google などが桁違いの音声
データを集めていて、音声認識用のた
めにデータを集めるという考えはなく
なりました。例えば、スマホで認識し
ようとして間違っていたら、正解が出
るまで話し続けますよね。どれが正解
かをシステムに伝えているわけです。
　ただ、それは音声認識のためのデー
タであって、話し言葉についてきちん
とした付加情報、つまりアノテーショ
ンが付いているものはなく、CSJがい
まだに世界で一番大きいんです。情報
検索に使えるアノテーションの質が高
く量が圧倒的に多いんです。CSJの
ユーザは工学系の人たちで、彼らはい
くらでも好きなように利用しています。
　BCCWJは、機械翻訳の人も使いま
すが文系の人が多いようです。5〜
600本は論文が出てると思いますが、
分析が物足りない感じがします。その
辺りは学会の課題だろうと思います。
　言語資源がある程度できてきました
し、統計技術の理論も非常に進歩して
きたので、ようやく言語学の面、統計
学の面の双方からみて、いい時期に
なってる感じがします。次の世代に、
新しいブレイクスルーをつくる人が出
てくるんじゃないかという気がします。
　そのためにこの研究所が役目を果た
せるといいと思います。天才を生むこ
とはできないけど、言語資源をつくる、
整備することは地道にやってけばいい
わけです。大学ではなく国語研だから
こそできることがあると思います。

研究者紹介 007

前川喜久雄 音声言語研究領域 教授

まえかわ きくお●1956年京都府出身。鳥取大
学講師などを経て、国立国語研究所には1989
年から在籍。『講座日本語コーパス』（朝倉書店
全8巻）の監修を務める。2011年、2012年日
本音声学会 優秀論文賞を受賞。

コーパス整備の転換点に
ちょうど私がいたんです
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－デンマークご出身の先生がなぜ、
上代日本語（奈良時代以前の日本語）
にご関心を？
　デンマークのコペンハーゲン大学で、
言語学のコースをとりました。大学で
は、ヨーロッパ語ではない語を習わな
ければならず、高校を卒業後に日本に
行ったこともあり日本語を選びました。
21歳のときです。
　僕は、歴史言語学に興味があって、
日本語だけでなくその歴史も知りたい
と思っていました。大学では、古文の
授業もあり、そこで竹取物語や伊勢物
語に出会ったことが、上代日本語に関
心をもつきっかけになったと思います。
－現在、コーパスを作っていらっ
しゃるとのことですが。
　奈良時代の日本語のコーパスです。
あるテキストと、テキストの情報を一
緒にまとめ、コーパスにしています。
　2008年から私が勤めるオックス
フォード大学（英国）で各国の古い言
語のコーパスを作るプロジェクトがは
じまりました。2010年から国語研と
共同研究をするようになりました。
コーパスは国語研でもうすぐ公開する
予定です。

コーパスにしておけば、調べたいこ
とが簡単に調べられます。上代の日本
語は全部漢字で書かれたものです。一
つ一つの漢字がどうやって使われてい
るかは、電子テキストがあれば、簡単
に調べることができるんです。紙のま
まではできませんよね。
　私は、格助詞「が」と「の」に関す
ることはとても面白いと思っています。
現代語では「が」は主格、「の」は属格

（所有格）ですね。ですが、奈良時代の

日本語では同じ所有格の格助詞でした。
それらがどういうふうに使い分けられ
ていたのかについて、コーパスがあれ
ば、簡単に調べることができるんです。
－国語研にも万葉集のコーパスがあ
りますよね。
　オックスフォードのコーパスには、シ
ンタクス（文の構造）の情報も入って
いてその点で大きく違います。コーパ
スから自動的にツリー（図参照）を出
すことができます。ローマ字表記が少
し見にくいのですが、慣れたらすごく
便利です。たとえば、和歌の構造など
をすぐに見ることができるからです。
－日本語、しかも古い日本語が海外
で研究されているのに驚きます。
　それはよく言われます。でも、よく
考えたら、現代日本語であれば、母語
話者は自分の直観とかを使うことがで
きますが、外国人は無理ですよね。で
も上代日本語の場合は、母語話者、ネ
イティブスピーカーはいないので、皆
が同じ資料を見て、いろんな角度から
その資料やテキストを解釈することが
できるんです。
－今後のご自身のご研究について教
えてください。
「主語はどうい
うふうに表示さ
れているか」に
つ い て 関 心 を
もっています。
現代日本語では、
格助詞とか係助
詞を使いますが、
上代日本語では、
なんの助詞も無
い場合もよくあ

ります。その文法や、どういう場合に
どの格助詞を付けるかなどについては、
基本的な研究課題ですが、まだ完璧に
分からないところがいっぱいあると思
います。
　語彙の構造にも興味があります。上
代日本語のテキストより前の記録はあ
りません。僕はいわゆる原始日本語の
再現にも興味があるんです。コーパス
には辞書を取り出す機能があるので、
その辞書を使えば、その語彙の構造の
研究に役立つのではと考えています。
　簡単な例を言えば、現代日本語の

「はじめる」や「はじまる」は、その単
語が奈良時代にもありましたが、それ
より「そめる」という単語を使ってい
たようです。今も残っていると思いま
すが。
－「見そめる」とかの「そめる」？
　そうです。でも、その「そめる」は、
実は「はじめる」の基礎だと考えてい
ます。「そもそも」という副詞はその

「そめる」と関係があると考えられます。
一番古い記録の「そめる」「そもそも」

「はじめる」からたどっていけば、そう
いう関係が見やすくなると思います。

研究者紹介 008

ビャーケ・フレレスビッグ 共同研究員・オックスフォード大学 教授

Bjarke Max Frellesvig●1961年デンマーク出
身。コペンハーゲン大学、オスロ大学などを経
て、1999年からオックスフォード大学教授。現
在、同大学日本語研究センター長。「オックスフ
ォード上代日本語コーパス」を構築。また、ヨ
ーロッパ日本研究協会の会長も務めた。

古い日本語に
ネイティブスピーカーはいない
皆、同じ立ち位置で

万葉集７・1332
読み： 「岩が根の  こごしき山に   入りそめて  山なつかしみ   出でかてぬかも」
を分析したもの。ローマ字で表現されている。たとえば、赤字の「岩ipa」の部分
がN（名詞）であり、「岩が根のipa ga ne no」がNP（名詞句）であることがわかる。
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－どういったご研究を？
　外国人が日本語を勉強するとき、ど
んな問題があるか。どうしたらうまく
上達できるかということを研究してい
ます。大学院の時代は、外国人向けの
日本語教育を専門として勉強しました。
今の仕事もそれと関わっていて、とて
も面白いなと思っています。
　以前は「聞く」「話す」を中心に研究
していましたが、今は、「読む」「書く」
も見ています。
－それは文法的なことですか？
　文法というよりは、談話分析と会話
分析のほうです。名古屋大学には当時
大曽美恵子先生や尾崎明人先生をはじ
め、談話分析の分野で有名な先生がい
ました。おそらく他の大学に比べると、
これらの分野の授業が多かったのでは
ないでしょうか。授業内容が面白かっ
たこともあり、自分の修士と博士のと
きのテーマとして研究してきました。
　また、社会言語学とも少し関わるの
ですが、アカデミックというよりは、実
用的なことに焦点を当てて考えたいと
思っています。例えば、外国人の会社
員が日本・海外の日系企業で仕事をす
るときの言語のコミュニケーションの
問題に関心があります。
－自分の研究でここが面白いという
ところは。
　ポライトネス（配慮表現）や語用論
的（表現の捉え方）な問題です。とて
も日本語が上手な人なのに、ある場面
になると何か変になるケースがありま
すよね。例えば、遅刻する場合は、日
本人はまず謝ります。でも、外国人は
理由からだらだらと説明するので、日
本の方から見ると、「この人、本当に悪

いと思っているのかな」と思うわけで
す。こういう点はなかなか学びにくい
です。
　自分も実は、学生時代に会社で研修
生の翻訳・通訳のアルバイトをしてい
て、同じような説明をして日本人の上
司によく怒られていました。
－大変だったことがたくさんありそ
うですね。
　実は山ほどあります。例えば、ディ
スカッションをするときには、中国人
は、自分の意見をストレートに出しま
す。相手のことにすごく反論して怒ら
れても、何か結論が出てくればいいと
考えます。
　日本人の場合は、相手との人間関係
を維持するため、できれば相手と直接
ぶつからないように相手に合わせたり、
本当は正反対の意見を持っていても、
今この場ではもう議論をやめて後でお
話をしましょうとなったりします。
　問題を解決するために自分の考えを
率直に言っても「後でお話をしましょ
うか」と言われて、本当に後で話をし
てくれるかなとすごく期待をしたのに、
何もないようなことになっていて、

「え？」っていう経験もあります。どう
すればいいかなと（笑）。
－今は、ビジネス日本語のほうにご
興味があるのでしょうか。
　二つの柱があります。一つは「アカ
デミック日本語」で、そちらのほうは

「書く」と「読む」、つまり、文章理解
の研究をやっています。例えば、一つ
の文章を読み、知らない単語がたくさ
ん出てくるとき、何かを手掛かりにし
て推測すれば、知らなくてもうまく理
解できます。その習得のメカニズムを

研究しています。
　もう一つの柱が「ビジネス日本語」
です。その中でさらに二つにわかれま
す。
　一つは、研究所の石黒圭先生の下で
「クラウドソーシングと表現」につい
て研究を行っています。例えば、求人
情報を書くときに、「この仕事内容につ
いてどういうふうに書けば応募しに来
る人にとって分かりやすいか」という
ことを取り扱います。
　外国人がこのクラウドソーシングを
利用するケースも増えてきています。
発注は日本国内ではなく海外になる場
合もあります。海外のワーカーに日本
語の発注文書をどう分かりやすく読ん
でもらえるかということも考えていま
す。
　仕事が決まればその後、発注者と受
注者の間でも何回もやり取りがでてき
ます。やり取りの日本語も研究したほ
うがいいかなと思っています。効率よ
く、お互いに理解できれば、次の契約
につながるのではないでしょうか。
　もう一つは、大学院での研究の続き
になりますが、実際に日系企業で働い
ている外国人を対象に、自然会話の
データを取ることを考えています。
　「仕事においてどういう問題があるの
か」ということについて多くの外国人
の方にインタビューをして、分析した
いと思っています。

研究者紹介 009

蒙 韞  日本語教育研究領域　プロジェクトPDフェロー

MENG Yun●中国・広西チワン族自治区出身。
岐阜大学・名古屋大学で日本語、日本語教育を
学ぶ。2010年3月に博士号取得。2016年4月
から現職。

外国人が日系企業で
働くときの言葉の姿を捉えたい
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Book Review 著 書 紹 介

本 書は、2017年1月に国立国語研究
所で開かれた第10回NINJALフォ

ーラム「オノマトペの魅力と不思議」に
基づいた報告書である。ここでは「事件」
として紹介したい。

今回あらたに全国に指名手配されたの
は、通称・小

お
野
の

窓
まと

平
ぺ

。容疑は共謀罪。音
象徴という武器を集め、日本の言語体制
に揺さぶりをかけようと謀議していたこ
とが疑われたのである。事態を重く見た
日本語政府は早速、国立国語研究所に捜
査を命じた。陣頭指揮に立った副所長の
窪薗氏は、国内外から７名の言語プロフ
ァイリングのプロを招集し、犯人像の究
明を託した。これによって、当初は幼稚・

単純な愉快犯と見られていたが、じつは
驚くべき周到な知能犯であることが、さ
まざまな観点から浮き彫りにされた。何
よりの証拠が音象徴を武器とする点であ
る。それは言語に遍在するが、日本では
小野窓平なる者の手にかかれば、容易に
誰でもどこでも利用可能であり、その破
壊力は計り知れない。この武器がゲリラ
的に集中使用された場合、既存の概念世
界に安住する人々を大混乱に陥れるのは
間違いない。それを未然に防ぐには、す
ぐにでも多くの捜査協力者が必要である
と、本書は強く訴えている。それが叶う
ならば、小野窓平の謎の解明もそう遠く
はあるまい。� ▶半沢幹一（共立女子大学）

作 文指導ないし作文添削というのは、
日本語教師には避けて通れないも

のである。一方で、人様の文章をどうこ
う言えるほど、自分は文章がわかってい
ると言えるのだろうかという悩みも併せ
持つ。こうした不安に答えるため、本書
では日本語母語話者、中国人日本語学習
者、韓国人日本語学習者がそれぞれ書い
た計180本の作文をデータとして分析を
進める。本書の最大の特徴は、実際の作
文（しかもジャンルをまたぐ横断的デー
タ）に基づいているという点である。た
だし、データを計量的に見るだけでは、良
い作文とは何かは見えてこない。本書で
は「読み手に優しい文章」の条件として、

①正確で自然な日本語
②流れがスムーズな日本語
③説得力のある日本語

の三つを設定して議論が進められる。作
文だけではなく、それを読む人間も見よ
うというわけである。しかも、そこに学
習者の「今」だけではなく、初級、中級、
上級という学習者の成長過程を縦断するシ
ラバスをにらんでいる点が素晴らしい。　
　漠然と抱えている作文添削への不安を
解消するため、見取り図を与えることに
より、「実はこうなっていた」を見せる。
本書はそんな論文集である。

▶森篤嗣（京都外国語大学）

文 法のあるべき姿を示すものとして、
すべての言語研究者に本書を強く

薦めたい～田窪所長も帯に書いているが、
これにつきると思う。本書は著者が
2008年にオーストラリア国立大学に提
出した博士論文の加筆修正版であり、南
琉球宮古伊良部島方言を独立した言語体
系としてとらえ、その全体像を体系的・
包括的に記述した参照文法である。国外
の状況とは異なり日本ではそれまで若手
研究者が参照文法を博士論文として執筆
することはなかったが、著者の博士論文
以降、多くの若手研究者によって琉球諸
語の参照文法が博士論文として執筆され
た。詳細な目次を見てもわかるように

「参照文法とはどのようにして書くか」が
明確に示されており、このような方法論
を本書によって国内の研究者たちが手に
したと言えるだろう。また本書は言語理
論を持ち、かつ曇りなき眼で一つの言語
の記述に臨むことの重要性も伝える。例
えば伊良部島方言の韻律は高低が繰り返
しあらわれるという特徴を持つが、著者
は日本のアクセント研究の諸前提を一度
すべて捨てて再考することで正確な記述
を可能としただけでなく、英語のストレ
ス規則の一般化とも関連させ、韻律類型
論におけるトーン言語とストレス言語の
壁を打ち破りもしている。

▶山田真寛（国立国語研究所）

A Grammar of Irabu:
A Southern Ryukyuan 
Language
Michinori Shimoji
九州大学
出版会
2017年2月

現場に役立つ日本語教育研究❸
わかりやすく書ける 
作文シラバス
石黒圭 編
くろしお出版
2017年12月

オノマトペの謎
ピカチュウからモフモフまで
窪薗晴夫 編
岩波書店
2017年5月
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国語研究所は2017年10月に新た
に田窪行則所長が着任しました。今
号では、新所長の自己紹介、コーパ
ス構築に関連した3プロジェクトのリ
ーダーの鼎談などを中心にお送りし

ました。
表紙の写真は前号に引き続き、「海」にまつわるもの

にしました。「えっ？」と思って見返した方もいらっし
ゃるかもしれませんが、これは国語辞典『言海』の1
ページなのです。『言海』は大槻文彦がたいへんな苦心
の末に独力で完成させた日本最初の近代的な国語辞典。
その苦労は、この辞書の後書きにあたる「ことばのう
みのおくがき」に述べられています（「青空文庫」にも
入っているのでぜひ読んでみてください）。

写真は国語研究所蔵、1891（明治24）年刊の一冊
本の『言海』から、「ことば」を載せたページを選びま
した。中段右から三つ目の項目が「ことば (名) 言葉」
ですが、「こ」の字が「古」の崩しからできた変体仮名
になっています（現在使われる「こ」は「己」からで
きたもの）。

変体仮名は、今ではそば屋の看板や割り箸の袋以外
ではあまり見かけませんが、江戸時代以前はもちろん、
明治時代以降の活字でも使われていましたし、現在で
も学術的な目的等で利用される場合があります。そこ
で、変体仮名を標準化してUnicodeに入れ、パソコン
で使えるようにする取り組みが行われましたが、そこ
では国語研究所の研究者が中心的な役割を果たしまし
た。初期のJIS漢字コード以来、国語研究所はこのよ
うな標準化活動においても大きな役割を果たしていま
す。

（小木曽智信）
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